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自衛官候補生入隊式（秋田駐屯地）自衛官候補生入隊式（秋田駐屯地）

22月号月号 秋田県の大雪発生に伴う災害派遣秋田県の大雪発生に伴う災害派遣

新成人の新たな門出を祝う新成人の新たな門出を祝う

第37代副師団長兼ねて青森駐屯地司令着任第37代副師団長兼ねて青森駐屯地司令着任

防衛大臣及び陸幕長感謝状伝達式防衛大臣及び陸幕長感謝状伝達式

33月号月号 第21普通科連隊冬季訓練第21普通科連隊冬季訓練

第２次師団指揮所訓練第２次師団指揮所訓練

師団機能別訓練（対空）師団機能別訓練（対空）

スキー大会協力スキー大会協力

岩手県遠野市への演奏会支援岩手県遠野市への演奏会支援

44月号月号 各連隊冬季訓練各連隊冬季訓練

令和２年度師団優秀隊員の紹介令和２年度師団優秀隊員の紹介

陸上自衛隊第９音楽隊第42回定期演奏会陸上自衛隊第９音楽隊第42回定期演奏会

青森・弘前駐屯地冬（雪）まつり協力青森・弘前駐屯地冬（雪）まつり協力

秋田県知事・４市町村長から第21普通科連隊長へ感謝状贈呈秋田県知事・４市町村長から第21普通科連隊長へ感謝状贈呈

携帯SAM集合訓練携帯SAM集合訓練

各号連載　指揮官コラム　「飛竜乗雲」各号連載　指揮官コラム　「飛竜乗雲」

第22回　第９戦車大隊長　横川　博文第22回　第９戦車大隊長　横川　博文

「報　恩」「報　恩」

第23回　第９施設大隊長　渡部　典正第23回　第９施設大隊長　渡部　典正

「三惚れ」「三惚れ」

第24回　第９偵察隊長　　久下谷　泉第24回　第９偵察隊長　　久下谷　泉

「モチベーション管理」「モチベーション管理」



第
21
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長
・
五
十
嵐
１
佐
）
は
、
令

和
三
年
一
月
六
日
か
ら
十
日

ま
で
の
間
、
秋
田
県
の
内
陸

部
を
中
心
と
し
た
記
録
的
な

大
雪
に
伴
い
、
横
手
市
、
湯

沢
市
、
羽
後
町
及
び
東
成
瀬

村
に
そ
れ
ぞ
れ
災
害
派
遣
部

隊
を
出
動
さ
せ
た
。

第
21
普
通
科
連
隊
は
、
一

月
五
日
、
同
県
か
ら
災
害
派

遣
要
請
を
受
け
、
県
庁
Ｌ
Ｏ

（
連
絡
幹
部
）
及
び
地
上
偵

察
を
派
遣
し
、
現
地
の
状
況

を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、
横

手
市
に
部
隊
を
派
遣
し
て
、

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者

住
宅
及
び
小
中
学
校
舎
の
雪

下
ろ
し
や
除
雪
作
業
の
実
施

に
当
た
っ
た
。
隊
員
た
ち

は
、
屋
根
に
百
五
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
積
も
っ
た
雪

を
ス
コ
ッ
プ
や
ス
ノ
ー
ダ
ン

プ
で
手
際
良
く
下
ろ
し
た
ほ

か
、
横
手
市
に
隣
接
す
る
湯

沢
市
、
羽
後
町
及
び
東
成
瀬

村
に
お
い
て
も
部
隊
を
派
遣

し
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る

建
物
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を

実
施
し
た
。

ま
た
、
第
39
普
通
科
連
隊

（
連
隊
長
・
木
原
１
佐
）
は
、

第
21
普
通
科
連
隊
の
増
援
部

隊
と
し
て
九
日
、
羽
後
町
へ

隊
員
約
八
十
名
を
派
遣
し
、

同
町
で
高
齢
者
や
一
人
暮
ら

し
世
帯
の
住
宅
、
倒
壊
の
危

険
性
の
あ
る
建
物
の
屋
根
の

雪
下
ろ
し
を
実
施
し
た
。

除
雪
活
動
に
当
た
っ
た
隊

員
は
「
雪
害
で
困
っ
て
い
る

人
が
大
勢
い
る
と
思
う
の

で
、
不
安
を
一
刻
で
も
早
く

取
り
除
け
る
よ
う
に
精
一
杯

尽
力
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

師
団
管
内
の
各
駐
屯
地
で

は
、
令
和
三
年
一
月
八
日
か

ら
十
二
日
の
間
、
成
人
祝
賀

行
事
が
実
施
さ
れ
た
。

各
駐
屯
地
で
は
、
駐
屯
地

司
令
が
式
辞
を
述
べ
、
新
た

な
門
出
を
祝
う
と
と
も
に
、

新
成
人
を
激
励
し
た
。
新
成

人
は
、
社
会
人
と
し
て
、
ま

た
自
衛
官
と
し
て
の
意
気
込

み
や
抱
負
を
述
べ
、
決
意
を

新
た
に
し
た
。ま

た
各
駐
屯

地
で
は
、
新
成

人
が
決
意
表
明

を
実
施
し
た
ほ

か
、
弘
前
駐
屯

地
で
は
、
新
成

人
が
弘
前
市
内

の
お
寺
で
座
禅

を
組
み
精
神
統

一
を
実
施
し
た
。

今
年
は
、
弘

前
駐
屯
地
・
五

十
五
名
、
八
戸

駐
屯
地
・
六
十

名
、
岩
手
駐
屯

地
・
四
十
名
、

秋
田
駐
屯
地
・

五
十
四
名
の
計

二
百
九
名
の
隊

員
が
晴
れ
の
成

人
式
を
迎
え
た
。

（
青
森
駐
屯
地
は

行
事
延
期
）

記念撮影（39普連）記念撮影（39普連）

羽後町：39普連羽後町：39普連 横手市：21普連横手市：21普連 湯沢市：21普連湯沢市：21普連

県との調整状況（21普連）県との調整状況（21普連）高齢者住宅の屋根の雪下ろし（東成瀬村：21普連）高齢者住宅の屋根の雪下ろし（東成瀬村：21普連）

秋田県の大雪発生に伴う災害派遣
除
雪
活
動
に
尽
力
国
民
の
不
安
を
取
り
除
く

髙 木　勝 也　陸将補
第37代副師団長兼ねて青森駐屯地司令着任 駐

屯
地
司
令
要
望
事
項
―
―
―
―
―

「
明
る
く
溌
剌
と
し
た
駐
屯
地

　
地
域
と
と
も
に
あ
る
駐
屯
地
」

祝
新
成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
う

師 団 長
要望事項

第９師団

プロフェッショナ
ルで
あ
れ

強
固
な
絆
を
築
け

２月号２月号

飛
竜
乗
雲

（
ひ
り
ゅ
う
じ
ょ
う
う
ん
）

「
報　

恩
」

第
９
戦
車
大
隊

２
等
陸
佐横

川
博
文

陸
上
自
衛
隊
に
お
世
話
に

な
っ
て
二
十
八
年
ほ
ど
経
ち

ま
し
た
。

十
代
の
こ
ろ
は
、
目
的
意

識
な
ど
皆
無
の
ど
う
し
よ
う

も
な
い
人
間
で
し
た
。
高
校

で
は
、
遊
び
惚
け
て
成
績
は

ど
ん
尻
、
当
然
大
学
受
験
な

ど
圏
外
で
、
か
つ
受
け
た
公

務
員
三
種
試
験
は
す
べ
て
落

ち
る
と
い
う
体
た
ら
く
。
途

方
に
暮
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

地
本
の
方
の
勧
め
で
試
験
を

受
け
、
な
ん
と
か
一
般
陸
曹

候
補
学
生
で
拾
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

あ
の
時
、
自
衛
隊
で
採
用

し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た

ら
、
さ
ら
に
ろ
く
で
も
な
い

人
間
に
な
っ
て
い
た
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

最
初
の
部
隊
勤
務
は
大
分

県
玖
珠
の
第
８
戦
車
大
隊
第

１
中
隊
で
し
た
。
こ
こ
で
幹

部
候
補
生
に
ま
で
育
て
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
こ
こ

で
の
勤
務
は
楽
し
く
、
激
し

い
も
の
で
し
た
。
な
ぜ
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
な
に
か

に
つ
け
て
任
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
整
備
だ
っ
た
り
、
教

育
だ
っ
た
り
、
な
か
に
は
３

曹
の
調
整
レ
ベ
ル
を
明
ら
か

に
超
え
る
も
の
ま
で
あ
り
ま

し
た
。
私
が
曹
学
と
い
う
こ

と
で
、
経
験
を
積
ま
せ
た
か

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
よ
く
も
ま
あ
若
造
に
思

い
切
っ
て
仕
事
を
任
せ
て
く

れ
た
と
思
い
ま
し
た
。
言
わ

れ
た
か
ら
に
は
で
き
な
い
の

が
悔
し
い
の
で
、
何
と
か
そ

れ
に
応
え
よ
う
と
必
死
で
し

た
。
よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
成

功
体
験
を
積
ま
せ
て
も
ら
っ

た
ん
だ
と
、
今
更
な
が
ら
思

い
ま
す
。
自
分
は
、
こ
の
原

隊
に
育
て
て
も
ら
っ
た
感
謝

の
気
持
ち
が
私
の
心
か
ら
離

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
戦
車
大
隊
長
と
い
う

職
を
拝
命
し
、
既
に
一
年
半

が
経
過
し
ま
し
た
。
私
は
自

分
が
受
け
た
恩
を
返
そ
う
と

い
う
気
持
ち
で
勤
務
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。

私
に
成
功
体
験
を
積
ま
せ

よ
う
と
色
々
な
課
題
を
与

え
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め
に

自
分
な
り
に
努
力
し
、
周
り

の
協
力
を
得
て
、
な
ん
と
か

や
り
き
っ
た
あ
の
経
験
を
大

隊
の
全
て
の
隊
員
に
経
験
さ

せ
る
こ
と
が
、
恩
を
返
す
こ

と
で
あ
り
、
戦
車
大
隊
を
強

く
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

十
二
月
二
十
二
日
、
第
三

十
七
代
副
師
団
長
兼
ね
て
青

森
駐
屯
地
司
令
と
し
て
髙
木

勝
也
陸
将
補
が
着
任
し
た
。

髙
木
将
補
は
、
師
団
司
令

部
各
部
課
長
及
び
青
森
駐
屯

地
所
在
部
隊
長
が
出
迎
え
る

中
初
登
庁
し
、
慰
霊
碑
に
献

花
を
行
っ
た
後
、幹
部
挨
拶
、

次
い
で
屋
内
訓
練
場
に
お
い

て
、
着
任
式
を
実
施
し
た
。

髙
木
司
令
は
、
参
列
し
た

隊
員
を
前
に
、
着
任
の
辞

で
、「
明
る
く
溌
剌
と
し
た

駐
屯
地
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
駐
屯
地
」
の
二
点
を
司
令

要
望
事
項
と
し
て
掲
げ
た
。

今
後
青
森
駐
屯
地
は
、
髙

木
司
令
の
指
導
の
下
、
よ
り

一
層
の
充
実
・
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
国
民
、
地
域
住

民
と
と
も
に
あ
る
信
頼
さ
れ

る
駐
屯
地
と
し
て
更
に
精
進

し
て
い
く
。

十
二
月
二
十
一
日
、
断
続

的
に
雪
が
降
り
続
く
中
、
青

森
駐
屯
地
に
お
い
て
、
腰
塚

陸
将
補
の
見
送
り
行
事
を
実

施
し
た
。

当
初
、
腰
塚
陸
将
補
は
、

慰
霊
碑
に
献
花
を
行
っ
た

後
、
師
団
司
令
部
に
お
い

て
、
師
団
長
に
対
し
申
告
、

司
令
部
各
部
課
室
長
を
交
え

た
記
念
撮
影
を
実
施
し
た
。

そ
の
後
、
師
団
司
令
部
勤

務
の
隊
員
や
青
森
駐
屯
地
の

隊
員
が
集
ま
っ
た
中
、
師
団

長
以
下
多
く
の
隊
員
に
見
送

ら
れ
、
副
師
団
長
と
し
て
、

ま
た
、
駐
屯
地
司
令
と
し
て

多
大
な
功
績
を
残
し
、
青
森

駐
屯
地
を
後
に
し
た
。

防
衛
大
臣
感
謝
状

青
森
県
防
衛
協
会
々
長

杉
本　

康
雄　

様

弘
前
市
防
衛
協
会

工
藤　

武
重　

様

陸
上
幕
僚
長
感
謝
状

青
森
県
防
衛
協
会
々
長

杉
本　

康
雄　

様

【
団
　
体
】

第
５
普
通
科
連
隊
協
力
会

渋
谷　
　

勲　

様

弘
前
駐
屯
地

成
人
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
公
私
共
に
色
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
さ
ら
に
逞
し
く

な
り
た
い
で
す
。

ま
た
、
後
輩
か
ら
頼
ら
れ

る
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
仕

事
を
よ
り
一
層
覚
え
て
い
き

た
い
で
す
。

八
戸
駐
屯
地

こ
れ
ま
で
よ
り
も
規
律
を

重
ん
じ
、
責
任
あ
る
行
動
を

心
が
け
、
後
輩
の
見
本
と
な

れ
る
自
衛
官
を
目
指
し
日
々

努
力
し
た
い
で
す
。

岩
手
駐
屯
地

私
は
、
信
頼
さ
れ
る
陸
曹

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

為
に
、
体
力
や
教
養
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
に
努
め
、
周
り
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
。秋

田
駐
屯
地

新
成
人
と
し
て
、
今
ま
で

以
上
に
自
覚
あ
る
行
動
を
取

る
と
と
も
に
、
失
敗
を
恐
れ

ず
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い

き
た
い
で
す
。

第
９
師
団
は
、
十
二
月
六
日
、
自
衛
隊
に
対
す
る
協
力
、
支

援
な
ど
の
功
績
を
称
え
る
防
衛
大
臣
感
謝
状
及
び
陸
上
幕
僚
長

感
謝
状
の
受
賞
者
二
名
及
び
受
賞
一
団
体
に
対
し
、
亀
山
師
団

長
か
ら
感
謝
状
を
伝
達
し
た
。

師
団
司
令
部

第
９
師
団
幕
僚
長

１
等
陸
佐　

黒
羽
　
　
明

（
陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部

人
事
教
育
計
画
課
教
育
室
長
）

師
団
司
令
部

陸
上
自
衛
隊
教
育
訓
練
研
究
本
部

総
合
企
画
部
総
合
企
画
課
長

１
等
陸
佐　

岡
部
　
　
健

（
第
９
師
団
幕
僚
長
）

慰霊碑献花慰霊碑献花

参列した隊員から敬礼を受ける髙木陸将補参列した隊員から敬礼を受ける髙木陸将補

多くの隊員に見送られ多くの隊員に見送られ
駐屯地を後にする腰塚陸将補駐屯地を後にする腰塚陸将補 第５普通科連隊協力会 渋谷　勲 様第５普通科連隊協力会 渋谷　勲 様

青森県防衛協会々長 杉本康雄 様青森県防衛協会々長 杉本康雄 様

弘前市防衛協会 工藤武重 様弘前市防衛協会 工藤武重 様

花束を受け取る腰塚陸将補花束を受け取る腰塚陸将補

着任の辞を述べる髙木陸将補着任の辞を述べる髙木陸将補

第39普通科連隊第39普通科連隊
陸士長　工藤碧子陸士長　工藤碧子

第９後方支援連隊第９後方支援連隊
陸士長　大澤龍生陸士長　大澤龍生

第９高射特科大隊第９高射特科大隊
陸士長　佐藤藍凪陸士長　佐藤藍凪

第21普通科連隊第21普通科連隊
陸士長　渡辺桃音陸士長　渡辺桃音

腰
塚
浩
貴
陸
将
補

腰
塚
浩
貴
陸
将
補

第
三
十
六
代
副
師
団
長

第
三
十
六
代
副
師
団
長

兼
ね
て
青
森
駐
屯
地
司
令
離
任

兼
ね
て
青
森
駐
屯
地
司
令
離
任

新
成
人
の
抱
負

新
成
人
の
抱
負

防衛大臣及び陸上幕僚長
－感謝状伝達式－

第37代副師団長兼ねて青森駐屯地司令着任 駐
屯
地
司
令
要
望
事
項
―
―
―
―
―

「
明
る
く
溌
剌
と
し
た
駐
屯
地

　
地
域
と
と
も
に
あ
る
駐
屯
地
」

新
着
任
幕
僚
長
紹
介

離
任
幕
僚
長
紹
介

祝
新
成
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
う



第
９
高
射
特
科
大
隊
（
大
隊
長
・

梅
坪
２
佐
）
は
、
一
月
十
四
日
か
ら

十
五
日
ま
で
の
間
、
岩
手
駐
屯
地
に

お
い
て
、
令
和
二
年
度
師
団
機
能
別

訓
練
（
対
空
）
を
担
任
・
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
師
団
隷
下
部
隊
の
対

空
情
報
収
集
、
処
理
及
び
対
空
情
報

を
活
用
し
た
対
空
自
衛
戦
闘
を
演
練

し
て
、
師
団
の
対
空
作
戦
遂
行
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
、
十
四
日
は
、
対
空
作
戦
一

般
及
び
対
空
情
報
一
般
を
講
義
形
式

で
実
施
し
た
後
、
師
団
警
告
系
（
Ａ

Ｍ
）
の
受
信
・
活
用
の
訓
練
を
実
施

本
訓
練
開
始
に
あ
た
り
師

団
長
は
「
陸
上
自
衛
隊
に
お

い
て
北
部
方
面
隊
以
外
で
唯

一
の
積
雪
地
「
Ａ
」
に
指
定

さ
れ
る
師
団
で
あ
り
、
陸
上

自
衛
隊
の
積
雪
寒
冷
地
の
作

戦
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を

占
め
て
い
る
。
第
21
普
通
科

連
隊
は
、
そ
の
第
９
師
団
の

基
幹
部
隊
で
あ
る
と
い
う
誇

り
を
堅
持
し
、
五
十
嵐
１
佐

を
核
心
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
リ
ズ
ム
と
強
固
な
絆
を

も
っ
て
、
全
隊
員
が
こ
れ
ま

で
練
成
し
て
き
た
訓
練
成
果

を
最
大
限
に
発
揮
し
て
も
ら

い
た
い
。」
と
述
べ
る
と
と

も
に
、「
積
雪
寒
冷
地
の
特

性
を
克
服
・
活
用
せ
よ
。」

「
あ
ら
ゆ
る
戦
闘
力
を
組
織

化
し
て
集
中
発
揮
せ
よ
。」

「
非
戦
闘
損
耗
の
発
生
を
回

避
せ
よ
。」
の
三
点
を
要
望

し
た
。

第
21
戦
闘
団
は
、
約
二
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ス
キ
ー
行

進
を
実
施
し
、
集
結
地
到
着

後
、
戦
闘
団
は
前
衛
中
隊
を

も
っ
て
警
戒
部
隊
を
駆
逐
し

つ
つ
、
敵
情
を
解
明
、
敵
主

陣
地
に
接
触
し
た
。
第
一
線

目
標
に
対
す
る
攻
撃
に
お
い

て
は
、
攻
撃
開
始
以
降
、
周

到
に
偵
察
し
た
隠
掩
蔽
経
路

を
迂
回
浸
透
さ
せ
る
と
と
も

に
、
特
科
火
力
と
連
携
し
、

損
耗
を
出
す
こ
と
な
く
目
標

を
奪
取
し
た
。

ス
キ
ー
行
進
に
引
き
続
く

陣
地
攻
撃
を
実
施
し
た
第
21

戦
闘
団
は
、
全
隊
員
が
旺
盛

な
責
任
感
を
も
っ
て
、
戦
闘

団
一
丸
と
な
り
、
練
成
の
成

果
を
最
大
限
に
発
揮
し
た
。

今
後
も
五
十
嵐
１
佐
を
核
心

と
し
て
、
そ
の
使
命
を
深
く

自
覚
し
、
何
時
如
何
な
る
状

況
に
お
い
て
も
、
与
え
ら
れ

た
任
務
を
完
遂
で
き
る
よ
う

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」

を
目
指
し
、
任
務
に
邁
進
し

て
い
く
。

第
９
師
団
（
師
団
長
・
亀
山
陸
将
）
は
、
一
月
三
十
日
か
ら
二
月

三
日
ま
で
の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
、
第
21
戦
闘
団
（
戦
闘

団
長
・
五
十
嵐
１
佐
）
に
対
し
冬
季
訓
練
を
実
施
し
た
。

第
９
師
団
は
、
一
月
十
八

日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の

間
、
青
森
駐
屯
地
及
び
隷
下

各
部
隊
所
在
駐
屯
地
に
お
い

て
、
第
二
次
師
団
指
揮
所
訓

練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
師
団
全
般
作

戦
計
画
、
各
部
隊
作
戦
計
画

及
び
機
械
化
旅
団
全
般
作
戦

計
画
を
作
成
し
て
、
師
団
司

令
部
の
指
揮
幕
僚
活
動
能
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

新
編
さ
れ
た
火
力
調
整
部
の

機
能
発
揮
（
情
報
共
有
・
火

力
の
統
制
・
調
整
所
）
に
係

る
練
度
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
、「
師
団
司

普戦協同による攻撃普戦協同による攻撃

警戒部隊の駆逐（狙撃）警戒部隊の駆逐（狙撃） 戦闘団作戦会議戦闘団作戦会議 スキー行進スキー行進

師団機能別訓練（対空）師団機能別訓練（対空） 指
揮
幕
僚
活
動
能
力
の
向
上
を
図
る

指
揮
幕
僚
活
動
能
力
の
向
上
を
図
る

第
二
次
師
団
指
揮
所
訓
練

第
二
次
師
団
指
揮
所
訓
練

「プロフェッショナル」を目指し任務に邁進
第21普通科連隊冬季訓練第21普通科連隊冬季訓練

師 団 長
要望事項

第９師団

プロフェッショナ
ルで
あ
れ

強
固
な
絆
を
築
け

３月号３月号

第
９
高
射
特
科
大
隊
（
大
隊
長
・

梅
坪
２
佐
）
は
、
一
月
十
四
日
か
ら

十
五
日
ま
で
の
間
、
岩
手
駐
屯
地
に

お
い
て
、
令
和
二
年
度
師
団
機
能
別

訓
練
（
対
空
）
を
担
任
・
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
師
団
隷
下
部
隊
の
対

空
情
報
収
集
、
処
理
及
び
対
空
情
報

を
活
用
し
た
対
空
自
衛
戦
闘
を
演
練

し
て
、
師
団
の
対
空
作
戦
遂
行
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
、
十
四
日
は
、
対
空
作
戦
一

般
及
び
対
空
情
報
一
般
を
講
義
形
式

で
実
施
し
た
後
、
師
団
警
告
系
（
Ａ

Ｍ
）
の
受
信
・
活
用
の
訓
練
を
実
施

し
た
。

翌
十
五
日
は
、
携
帯
・
車
両
対
空

情
報
受
信
機
の
取
扱
い
及
び
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
講
堂
を
使
用
し
た
対
空
戦
闘

訓
練
（
携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
、
Ｈ
Ｍ
Ｇ
）
を

実
施
し
た
。

本
訓
練
に
お
い
て
師
団
隷
下
部
隊

は
、
対
空
自
衛
戦
闘
に
関
す
る
必
要

な
知
識
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
対

空
情
報
に
基
づ
い
た
携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
・

Ｈ
Ｍ
Ｇ
の
対
空
戦
闘
訓
練
を
実
施
し

て
、
そ
の
練
度
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
。

飛
竜
乗
雲

（
ひ
り
ゅ
う
じ
ょ
う
う
ん
）

「
三
惚
れ
」

第
９
施
設
大
隊

２
等
陸
佐渡

部
典
正

昨
年
三
月
、
八
戸
駐
屯
地
に
赴

任
し
た
。
赴
任
し
た
の
は
初
め
て

だ
が
、
八
戸
市
を
訪
れ
た
こ
と
は

過
去
に
三
回
あ
る
。
一
度
目
は
入

隊
前
の
部
隊
研
修
、
二
度
目
は
六

年
前
、
妻
の
実
家
が
あ
る
苫
小
牧

へ
の
帰
省
の
帰
り
道
、
陸
奥
湊
駅

の
近
く
で
海
鮮
丼
を
食
べ
た
。
こ

れ
が
ひ
ど
く
旨
か
っ
た
。
三
度
目

は
前
職
、
陸
幕
広
報
室
に
勤
務
し

た
際
、
部
外
協
力
団
体
の
部
隊
研

修
で
陸
海
空
の
部
隊
を
回
っ
た
。

八
戸
の
気
候
は
、
苫
小
牧
に
そ

っ
く
り
で
、
冬
は
寒
く
雪
が
少
な

い
。
夏
は
冷
涼
で
や
ま
せ
が
吹

き
、
七
月
だ
と
い
う
の
に
日
に
よ

っ
て
は
二
輪
車
で
の
ツ
ー
リ
ン
グ

も
寒
い
ほ
ど
で
あ
る
。
人
の
気
質

は
、
私
の
故
郷
に
似
て
い
て
、
ぶ

っ
き
ら
ぼ
う
で
口
が
重
た
く
控
え

目
で
あ
る
。
我
が
大
隊
の
隊
員
も

そ
ん
な
隊
員
が
多
い
。
黙
っ
て

黙
々
、
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
で
あ

り
、
郷
土
愛
と
地
元
志
向
が
強
い

と
こ
ろ
も
よ
く
似
て
い
る
。

私
の
故
郷
、
福
島
県
は
奥
羽
山

脈
と
阿
武
隈
高
地
に
よ
っ
て
東
西

に
分
裂
さ
れ
、
西
か
ら
会
津
、
中

通
り
、
浜
通
り
の
三
地
方
に
分
か

れ
て
い
る
。
青
森
県
の
南
部
と
津

軽
の
よ
う
に
、
気
候
、
習
慣
、
人

の
気
質
も
違
っ
て
い
る
。
私
が
育

っ
た
の
は
、
会
津
地
方
の
喜
多
方

市
で
、
小
学
生
の
頃
、
道
徳
の
時

間
に
昭
和
六
十
一
年
の
年
末
大
河

ド
ラ
マ
「
白
虎
隊
」
を
視
聴
さ
せ

ら
れ
た
。
数
年
前
、
明
治
維
新
百

五
十
周
年
を
迎
え
た
が
、
我
が
故

郷
で
は
「
戌
辰
百
五
十
周
年
」
と

い
う
。
一
八
六
八
年
、
戌
辰
戦
争

で
会
津
藩
は
数
千
人
の
犠
牲
を
出

し
て
敗
れ
、
藩
士
と
そ
の
一
族
郎

党
一
万
数
千
が
む
つ
市
や
五
戸
周

辺
に
流
さ
れ
た
。
そ
の
辺
り
に

は
、
斗
南
藩
庁
跡
、
藩
士
が
暮
ら

し
た
斗
南
ヶ
丘
、
異
郷
の
地
に
没

し
た
藩
士
の
墓
な
ど
が
残
っ
て
い

る
。
昨
年
夏
、
あ
い
に
く
の
雨
で

人
影
も
無
か
っ
た
が
、
先
人
の
足

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
の
祖
父
も
こ
こ
で
暮
ら
し
た

こ
と
が
あ
る
。
祖
父
は
大
正
二
年

の
生
ま
れ
。
農
家
の
三
男
で
、
大

東
亜
戦
争
が
終
わ
っ
た
ら
満
州
で

百
姓
を
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
い

う
。
幼
い
私
に
強
烈
な
拳
固
を
張

っ
て
く
る
容
赦
の
な
い
男
だ
っ

た
。
祖
父
は
志
願
兵
と
し
て
海
軍

に
入
隊
し
、
横
須
賀
海
兵
団
で
あ

る
。
そ
の
後
、
上
海
事
変
、
グ
ア

ム
島
攻
略
、
キ
ス
カ
島
撤
退
作
戦

等
に
参
加
し
、
大
湊
で
終
戦
を
迎

え
た
。
私
は
、
海
自
大
湊
基
地
の

広
報
資
料
館
で
あ
る
北
洋
館
を
見

学
し
た
。
一
兵
曹
で
あ
っ
た
祖
父

が
展
示
さ
れ
て
い
る
写
真
に
写
っ

て
い
る
は
ず
も
な
か
っ
た
が
、
七

十
五
年
前
に
祖
父
が
過
ご
し
た
と

こ
ろ
を
歩
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
感
慨
深
か
っ
た
。

昔
、
あ
る
先
輩
が
「
三
惚
れ
」

の
話
を
し
て
い
た
。

「
仕
事
に
惚
れ
よ
」「
土
地
に
惚

れ
よ
」「
人
や
人
情
に
惚
れ
よ
（
一

般
的
に
は
「
女
房
に
惚
れ
よ
」
ら

し
い
。）」
で
あ
る
。「
仕
事
に
惚

れ
よ
」
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

私
は
こ
こ
で
「
土
地
に
惚
れ
よ
」

「
人
や
人
情
に
惚
れ
よ
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
郷
土
愛
が
愛
国
心

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
そ
の
地
の

歴
史
や
文
化
、
そ
こ
に
住
む
人
と

人
情
を
理
解
し
、
愛
す
る
こ
と
が

任
務
に
対
す
る
高
い
意
欲
に
つ
な

が
る
も
の
と
思
う
。

こ
の
地
に
来
て
早
く
も
一
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
職
務
を
全
う
す
る
ま
で
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第
９
音
楽
隊
（
隊
長
・

佐
々
木
１
尉
）
は
、
二
月
七

日
、
岩
手
県
遠
野
市
民
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

岩
手
日
報
（
遠
野
）
広
華
会

主
催
で
実
施
さ
れ
た
演
奏
会

を
支
援
し
た
。

本
演
奏
会
は
、
東
日
本
大

震
災
後
、
復
興
十
年
の
節
目

を
迎
え
、
市
民
に
郷
土
の
復

興
の
力
に
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
自
衛
隊
に
対
す
る

一
層
の
理
解
と
信
頼
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
。演

奏
会
で
は
、「
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ク
ラ
シ
ッ
ク
レ
ビ
ュ

ー
」
を
始
め
、「offi  cial

髭

男dism

メ
ド
レ
ー
」
や
、

今
ア
ニ
メ
で
大
人
気
の
鬼
滅

の
刃
の
主
題
歌
で
あ
る
「
紅

蓮
華
」
な
ど
、
九
曲
を
披
露

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
に
お

い
て
音
楽
隊
の
高
い
演
奏
技

術
で
約
四
百
名
の
観
衆
を
魅

了
し
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理

解
と
親
近
感
の
醸
成
を
図
っ

た
。

参
加
隊
員
の
コ
メ
ン
ト

参
加
隊
員
の
コ
メ
ン
ト

第
９
音
楽
隊

１
等
陸
士　

加
邉
　
詩
織

今
回
の
演
奏
会
を
通
じ

て
、
会
場
で
の
観
衆
を
前
に

し
た
演
奏
こ
そ
、
私
た
ち
音

楽
隊
が
一
番
目
的
を
発
揮
で

き
る
機
会
で
あ
る
と
あ
ら
た

め
て
実
感
し
、
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
数
少
な

い
機
会
一
つ
一
つ
を
大
切
に

し
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。

弘
前
駐
屯
地
（
司
令
・
木

原
１
佐
）
は
、
一
月
二
十
五

日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の

間
、
第
四
十
三
回
東
北
高
等

学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼

あ
じ
ゃ
ら
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大

会
に
協
力
し
た
。

本
ス
キ
ー
大
会
の
協
力

は
、
参
加
選
手
及
び
地
域
の

人
々
に
大
会
の
円
滑
な
実
施

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
自

衛
隊
に
対
す
る
一
層
の
認
識

と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
、
協
力
隊
長

（
本
部
管
理
中
隊
・
長
浜
准

尉
）
以
下
三
十
五
名
が
参
加

し
た
。

協
力
隊
は
、
準
備
期
間
に

テ
ン
ト
の
設
営
、
安
全
ネ
ッ

ト
の
設
置
な
ど
を
行
っ
た
。

ま
た
、
大
会
期
間
中
は
、

コ
ー
ス
要
所
に
協
力
隊
員
を

配
置
し
コ
ー
ス
の
補
修
を
行

い
、
選
手
が
安
全
に
競
技
で

き
る
状
態
を
確
保
し
て
、
円

滑
な
大
会
運
営
に
寄
与
し

た
。

令
部
の
指
揮
幕
僚
活
動
」
及

び
「
火
力
調
整
部
に
よ
る
火

力
の
統
制
・
調
整
」
の
二
点

を
主
眼
と
し
て
行
わ
れ
た
。

特
に
師
団
司
令
部
の
作
戦

会
議
で
は
、
各
部
課
長
に
よ

る
各
種
見
積
を
師
団
長
へ
報

告
し
た
。
こ
の
際
、
師
団
長

は
、「
軍
事
的
合
理
性
を
も

っ
て
適
切
に
判
断
で
き
る
よ

う
に
考
え
る
。
論
理
的
に
答

え
を
導
き
だ
す
よ
う
に
演
練

せ
よ
。」
と
述
べ
、
計
画
を

具
体
化
す
る
よ
う
各
幕
僚
を

指
導
し
た
。

ま
た
、
火
力
調
整
部
主
催

の
火
力
調
整
会
議
や
共
同
情

報
調
整
所
で
の
情
報
収
集
調

整
会
議
を
実
施
し
て
、
敵
の

対
空
火
器
等
重
要
目
標
に
対

す
る
火
力
発
揮
を
調
整
す
る

等
、
情
報
と
火
力
の
連
携
を

図
っ
た
。

こ
の
間
、
副
師
団
長
を
機

械
化
旅
団
長
と
し
て
司
令
部

内
で
対
抗
部
隊
を
編
成
し
、

見
積
・
計
画
の
作
成
を
通
じ

て
幕
僚
活
動
を
演
練
し
た
。

今
後
、
師
団
は
、
本
訓
練

で
得
た
成
果
を
逐
次
改
善
、

拡
充
し
、
来
年
度
以
降
、
更

な
る
練
度
の
向
上
を
図
る
。AMの受信・活用の訓練AMの受信・活用の訓練

演奏会の様子演奏会の様子

火力調整会議の様子火力調整会議の様子

12.7mm重機関銃射撃訓練12.7mm重機関銃射撃訓練

作戦会議の様子作戦会議の様子

安全ネットの設置安全ネットの設置

テントの設営テントの設営

指
揮
幕
僚
活
動
能
力
の
向
上
を
図
る

指
揮
幕
僚
活
動
能
力
の
向
上
を
図
る

第
二
次
師
団
指
揮
所
訓
練

第
二
次
師
団
指
揮
所
訓
練

自
衛
隊
に
対
す
る
一
層
の

自
衛
隊
に
対
す
る
一
層
の

認
識
と
理
解
を
深
め
る

認
識
と
理
解
を
深
め
る

ス
キ
ー
大
会
協
力

ス
キ
ー
大
会
協
力

理
解
と
親
近
感
の
醸
成
を
図
る
岩
手
県
遠
野
市
へ
の

岩
手
県
遠
野
市
へ
の

演
奏
会
支
援

演
奏
会
支
援

弘前駐屯地弘前駐屯地



第
９
通
信
大
隊

准
陸
尉

山
　
内
　
弘
　
美

平
成
三
十
年
三
月
か
ら
大

隊
最
先
任
上
級
曹
長
と
し
て

積
極
的
に
現
場
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、
大
隊
長
要
望
事

項
の
具
現
の
た
め
、
識
見
及

び
技
能
の
向
上
を
図
り
、
指

揮
官
の
指
揮
・
統
率
に
寄
与

し
た
。
ま
た
、
９
通
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｅ
を
普
及
さ
せ
、
隊
員
の
基

礎
動
作
に
つ
い
て
指
導
を
徹

底
し
、
隊
員
の
能
力
向
上
に

努
め
た
功
績

第
９
偵
察
隊

准
陸
尉

奥
　
寺
　
一
　
也

東
日
本
大
震
災
等
、
大
規

模
災
害
に
係
る
災
害
派
遣
に

計
四
回
延
べ
六
十
七
日
間
参

加
し
、
極
め
て
困
難
な
状
況

の
も
と
諸
制
約
を
克
服
し
つ

つ
、
被
害
状
況
を
偵
察
す
る

と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た
り

被
災
地
で
の
生
活
支
援
活
動

を
献
身
的
に
実
施
す
る
等
、

派
遣
部
隊
の
任
務
完
遂
及
び

被
災
地
の
民
生
安
定
に
貢
献

し
た
功
績

第
９
音
楽
隊

准
陸
尉

光
　
宗
　
房
　
幸

平
成
三
十
年
十
一
月
か
ら

令
和
二
年
七
月
ま
で
の
間
、

第
９
音
楽
隊
先
任
上
級
曹
長

と
し
て
、
隊
務
全
般
に
関
し

て
隊
長
を
補
佐
す
る
と
と
も

に
、
基
本
基
礎
の
徹
底
に
よ

り
部
隊
の
精
強
化
に
努
め

た
。
ま
た
、
隊
員
に
対
す
る

き
め
細
や
か
な
服
務
指
導
に

よ
り
服
務
意
欲
の
向
上
に
尽

力
し
た
功
績

第
９
後
方
支
援
連
隊

２
等
陸
曹

高
　
橋
　
輝
　
光

台
風
19
号
に
伴
う
災
害
派

遣
に
お
い
て
、
後
方
指
揮
所

勤
務
で
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
係
る
災
害

派
遣
に
お
い
て
は
、
陽
性
者

輸
送
に
使
用
し
た
車
両
等
の

防
疫
や
教
育
支
援
等
を
実
施

し
、
民
生
の
安
定
及
び
防
衛

基
盤
の
確
立
に
寄
与
し
た
功

績

第
５
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長
・
榮
村
１
佐
）
及
び

第
39
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長
・
木
原
１
佐
）
は
、
二

月
十
五
日
か
ら
十
八
日
ま

で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
、

冬
季
訓
練
を
実
施
し
た
。

第
５
普
通
科
連
隊
は
、

二
月
十
五
日
か
ら
十
七
日

ま
で
の
間
、
青
森
駐
屯
地

近
傍
の
小
谷
演
習
場
に
お

い
て
、
積
雪
寒
冷
地
に
お

け
る
部
隊
の
基
本
的
行
動

の
練
度
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
八
甲
田
演
習

（
第
二
回
連
隊
練
成
訓
練
）

を
実
施
し
た
。
本
演
習

は
、
幸
畑
陸
軍
墓
地
（
青

森
市
）
を
参
拝
し
た
後
、

八
甲
田
山
中
を
通
る
例
年

の
コ
ー
ス
を
変
更
し
て
、

小
谷
演
習
場
で
約
十
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
夜
間
ス
キ

ー
行
進
及
び
宿
営
訓
練
を

実
施
し
、
地
形
、
気
象
に

応
ず
る
ス
キ
ー
行
進
速

度
・
隊
形
の
維
持
、
休
止

間
及
び
宿
営
準
備
間
に
お

け
る
警
戒
要
領
等
、
部
隊

の
基
本
的
行
動
、
隊
員
の

基
礎
動
作
を
演
練
し
た
。

ま
た
、
第
39
普
通
科
連

隊
は
、
二
月
十
五
日
か
ら

十
八
日
ま
で
の
間
、
弘
前

駐
屯
地
及
び
弘
前
演
習
場

に
お
い
て
、
第
４
中
隊
の

冬
季
訓
練
検
閲
を
実
施
し

た
。
本
検
閲
は
、
ス
キ
ー

装
着
時
に
お
け
る
各
種
射

撃
姿
勢
及
び
ス
キ
ー
行
進

要
領
（
ア
キ
オ
曳
航
・
ジ

ョ
ー
リ
ン
グ
）
の
点
検
を

行
っ
た
後
、
二
日
間
に
わ

た
る
約
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
ス
キ
ー
行
進
及
び
陣

地
攻
撃
を
実
施
し
て
、
冬

季
に
お
け
る
戦
闘
基
礎
動

作
に
つ
い
て
検
し
た
ほ

か
、
冬
季
の
特
性
を
踏
ま

え
た
戦
闘
射
撃
訓
練
を
実

施
し
た
。

第
９
音
楽
隊（
隊
長
・
佐
々

木
１
尉
）
は
、
三
月
六
日
、

リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
青
森
（
青
森
市
）
に
お
い

て
、「
陸
上
自
衛
隊
第
９
音

楽
隊
第
四
十
二
回
定
期
演
奏

会
」
を
開
催
し
た
。

本
演
奏
会
は
、「
未
来
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
衛
隊
協
力

団
体
関
係
者
及
び
隊
員
、
隊

員
家
族
に
対
し
、
音
楽
演
奏

を
通
じ
て
親
近
感
を
醸
成
す

る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
及
び

第
９
師
団
に
対
す
る
理
解
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

音
楽
隊
長
を
演
奏
部
隊
長
と

し
て
、
海
上
自
衛
隊
大
湊
音

楽
隊
及
び
東
北
方
面
音
楽
隊

の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
た
。

開
演
に
あ
た
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
入
場
の
際
の
手

指
の
消
毒
、
サ
ー
マ
ル
カ
メ

ラ
に
よ
る
来
場
者
の
検
温
、

席
の
間
隔
を
あ
け
る
、
演
奏

会
中
も
一
部
の
ド
ア
を
開
放

し
て
換
気
を
行
う
他
、
入
場

者
を
招
待
制
に
す
る
等
、
感

染
症
対
策
に
万
全
を
期
し
た
。

演
奏
会
は
二
部
構
成
で
実

秋
田
駐
屯
地
で
は
、
三
月

一
日
、『
令
和
三
年
一
月
の

豪
雪
に
際
し
、
雪
下
ろ
し
作

業
に
尽
力
さ
れ
県
民
生
活
の

安
心
安
全
の
た
め
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
』
と
し
て
、
感

謝
の
意
を
表
し
、
秋
田
県
知

事
佐
竹
敬
久
様
と
横
手
市
、

湯
沢
市
、
羽
後
町
、
東
成
瀬

村
の
四
市
町
村
長
か
ら
、
災

害
派
遣
活
動
に
従
事
さ
れ
た

秋
田
駐
屯
地
と
青
森
、
弘
前

駐
屯
地
の
隊
員
を
代
表
し
て

第
21
普
通
科
連
隊
長
に
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
た
。

横
手
市
長
か
ら
は
「
今
回

は
災
害
級
の
大
雪
で
自
助
努

力
に
も
限
界
が
あ
り
、
効
率

よ
く
作
業
に
あ
た
っ
て
頂
き
、

大
変
助
か
っ
た
」
と
感
謝
の

言
葉
を
頂
い
た
。
各
市
町
村

冬季の特性を踏まえた戦闘射撃訓練（39普連）冬季の特性を踏まえた戦闘射撃訓練（39普連） 陣地攻撃をする受閲部隊（39普連）陣地攻撃をする受閲部隊（39普連）

宿営準備間における警戒（５普連）宿営準備間における警戒（５普連） 夜間スキー行進（５普連）夜間スキー行進（５普連）

聴衆を魅了する演奏聴衆を魅了する演奏

冬季における基本的行動・冬季における基本的行動・
基礎動作の練度向上を図る基礎動作の練度向上を図る

－第５普通科連隊・第39普通科連隊－－第５普通科連隊・第39普通科連隊－

陸
上
自
衛
隊

陸
上
自
衛
隊

第
９
音
楽
隊

第
９
音
楽
隊

華
麗
な
演
奏
で
聴
衆
を
魅
了

令和２年度師団令和２年度師団
優秀隊員の紹介優秀隊員の紹介

秋
田
県
知
事
・
四
市
町
村
長
か
ら

第
21
普
通
科
連
隊
長
へ
感
謝
状
贈
呈

秋田駐屯地秋田駐屯地

師 団 長
要望事項

第９師団

プロフェッショナ
ルで
あ
れ

強
固
な
絆
を
築
け

４月号４月号

第
39
普
通
科
連
隊
長

１
等
陸
佐　

天
内
　
明
弘

（
陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育
部

補
任
課
人
事
第
１
班
長
）

第
９
高
射
特
科
大
隊
長

２
等
陸
佐　

福
田
　
隆
志

（
高
射
学
校
）

第
９
通
信
大
隊
長

２
等
陸
佐　

鳥
谷
部
憲
人

（
通
信
学
校
）

第
９
飛
行
隊
長

２
等
陸
佐　

片
上
　
裕
文

（
航
空
学
校
）

陸
上
自
衛
隊
教
育
訓
練

研
究
本
部
主
任
訓
練
評
価
官

１
等
陸
佐　

木
原
　
邦
洋

（
第
39
普
通
科
連
隊
長
）

第
７
高
射
特
科
連
隊
副
連
隊
長

２
等
陸
佐　

梅
坪
　
弘
一

（
第
９
高
射
特
科
大
隊
長
）

東
部
方
面
総
監
部
防
衛
部

２
等
陸
佐　

小
澤
　
広
道

（
第
９
通
信
大
隊
長
）

陸
上
総
隊
司
令
部
運
用
部

２
等
陸
佐　

鈴
木
　
昭
司

（
第
９
飛
行
隊
長
）

飛
竜
乗
雲

（
ひ
り
ゅ
う
じ
ょ
う
う
ん
）

「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
管
理
」

第
９
偵
察
隊

２
等
陸
佐

久
下
谷　

泉

中
隊
長
を
下
番
し
た
頃
か

ら
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
管
理

に
つ
い
て
強
く
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
初
級
幹
部
の

頃
は「
憲
法
で
職
業
選
択
の

自
由
が
保
障
さ
れ
、
か
つ
、

自
衛
隊
は
志
願
制
を
採
用
し

て
い
る
。
入
隊
は
、
自
ら
の

意
思
に
基
づ
く
入
隊
で
あ

り
、
当
然
、
訓
練
も
好
き
に

違
い
な
い
。
自
ら
の
戦
闘
戦

技
を
高
め
る
た
め
な
ら
、
主

体
的
に
取
り
組
む
し
、
き
つ

い
訓
練
だ
っ
て
楽
し
い
と
思

う
だ
ろ
う
。」と
考
え
て
い

た
。
青
く
て
甘
い
考
え
だ
っ

た
と
思
う
。
隊
員
の
中
に

は
、
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
っ

て
入
隊
し
た
わ
け
で
は
な
い

隊
員
も
い
る
し
、
自
衛
隊
を

好
き
で
入
隊
し
た
隊
員
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
気
持
ち
を
生

か
す
場
が
な
け
れ
ば
、
そ
の

気
持
ち
を
持
続
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま

り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

起
さ
せ
持
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、
適
切
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
管
理
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ

た
。こ

の
よ
う
な
反
省
の
も

と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
着

意
し
た
隊
務
運
営
を
目
指
し

て
い
る
が
、
日
々
、
そ
の
難

し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
多
く
の
識
者
が
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る

要
因
と
し
て「
自
主
裁
量
」と

「
承
認
」を
挙
げ
て
い
る
。
し

か
し
、
結
果
を
承
認
す
る
に

は
、
そ
の
結
果
が
期
待
す
る

も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
明
確
か
つ

識
能
に
応
じ
た
指
針
を
付
与

す
る
と
と
も
に
、
自
主
裁
量

を
発
揮
す
る
基
盤
と
な
る
識

能
を
事
前
に
付
与
す
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思

う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
指

揮
官
の
能
力
に
左
右
さ
れ

る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る

施
策
を
行
う
に
は
、
そ
の
施

策
を
生
か
せ
る
基
盤
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
基
盤
を
整
え

る
た
め
に
は
、
周
到
な
準
備

と
日
々
の
積
み
重
ね
が
必
要

で
あ
る
と
自
分
の
浅
は
か
さ

を
深
く
反
省
す
る
日
々
で
あ

る
。隊

員
が
積
極
的
に
成
長
を

追
い
求
め
る
と
と
も
に
、
成

長
を
実
感
し
充
実
感
を
味
わ

え
る
部
隊
が
理
想
で
あ
る
。

人
の
内
面
で
あ
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
理
解
し
、
適
切
な

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
管
理
を
行

う
こ
と
は
至
難
の
業
だ
と
思

う
が
、
そ
の
実
現
に
日
々
精

進
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

施
さ
れ
、
第
一
部
は
、
国
歌

「
君
が
代
」
か
ら
始
ま
り
、

光
の
到
来
を
表
し
た
ジ
ョ

ン
・
マ
ッ
キ
ー
作
曲
の
「
オ

ー
ロ
ラ
の
目
覚
め
」、
復
興

支
援
の
た
め
に
作
ら
れ
た
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
ス
パ
ー
ク
作
曲

の
「
陽
は
ま
た
昇
る
」
の
他
、

ど
ん
な
に
過
酷
な
出
来
事
で

も
希
望
を
持
っ
て
乗
り
越
え

て
行
け
る
よ
う
に
と
作
ら
れ

た
ベ
ル
ト
・
ア
ッ
ペ
ル
モ
ン

ト
作
曲
の
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

レ
ク
イ
エ
ム
」
等
、
力
強
さ

に
加
え
、
煌
び
や
か
さ
を
兼

ね
備
え
た
華
麗
な
演
奏
で
聴

衆
を
魅
了
し
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、
生
誕

百
年
を
迎
え
多
く
の
吹
奏
楽

団
が
演
奏
し
て
い
る
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
・
リ
ー
ド
作
曲
の「
百

年
祭
讃
歌
」
の
他
、
第
９
音

楽
隊
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
：

佐
藤
有
紗
陸
士
長
を
ソ
リ
ス

ト
と
す
る
「
踊
り
あ
か
そ

う
」
や
国
民
的
大
人
気
ア
ニ

メ
「
鬼
滅
の
刃
メ
ド
レ
ー
」、

演
奏
会
最
後
に
は
、
リ
チ
ャ

ー
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
作
曲
の

「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
」
な
ど
全
十
一
曲
を
披

露
し
、
会
場
は
一
気
に
熱
気

に
包
ま
れ
、
来
場
者
の
方
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。

演
奏
会
終
了
後
、
見
送
り

を
行
う
音
楽
隊
員
に
「
コ
ロ

ナ
禍
で
行
動
が
制
限
さ
れ
て

い
る
中
、
本
当
に
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ

た
で
す
。」「
大
変
良
か
っ
た

で
す
。
感
動
し
ま
し
た
。」

等
、
来
場
者
か
ら
感
謝
の
言

葉
を
頂
き
、
演
奏
会
を
心
待

ち
に
し
て
い
た
方
々
と
第
９

音
楽
隊
の
熱
意
あ
る
演
奏
が

一
体
と
な
り
、
会
場
全
体
が

温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

隊
員
も
達
成
感
を
得
て
、
本

演
奏
会
を
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

演
奏
会
に
参
加
し
て

第
９
音
楽
隊

１
等
陸
曹　

民
里
　
　
元

今
回
、
企
画
兼
奏
者
と
し

て
参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
演
奏
会
が
続
け
て
中
止
と

な
っ
た
今
年
度
最
後
の
演
奏

会
に
来
場
し
て
頂
い
た
人
に

音
楽
を
通
じ
て
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
事
が
で
き
て
感

無
量
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
方
々
と
の
懸
け
橋
と

し
て
邁
進
し
て
い
き
た
い
で

す
。

第
九
高
射
特
科
大
隊
（
大

隊
長
・
梅
坪
二
佐
）
は
、
二

月
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

の
間
、
岩
手
駐
屯
地
に
お
い

て
、
令
和
二
年
度
携
帯
Ｓ
Ａ

Ｍ
（
地
対
空
誘
導
弾
）
集
合

教
育
を
担
任
・
実
施
し
た
。

携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
取
扱
い
要

領
及
び
射
撃
要
領
を
教
育

し
、
携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
陸
曹
と
し

て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を

修
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
前
段
と
後
段
に
区
分

し
て
実
施
し
た
。

前
段
は
、
学
科
教
育
と
し

て
対
空
作
戦
一
般
、
携
帯
Ｓ

Ａ
Ｍ
の
概
要
、
航
空
機
識

別
、
対
空
監
視
要
領
、
携
帯

対
空
情
報
受
信
機
の
操
作
を

実
施
し
た
。

後
段
で
は
、
術
科
訓
練
と

し
て
射
撃
訓
練
、
組
訓
練
、

携
帯
対
空
受
信
機
の
操
作
、

陣
地
の
選
定
及
び
効
力
圏
図

作
成
を
実
施
し
た
。

最
後
に
射
撃
技
能
検
定
を

青
森
駐
屯
地
（
司
令
・
髙

木
将
補
）
は
、
一
月
十
八
日

か
ら
二
月
七
日
ま
で
の
間
、

青
い
海
公
園
（
青
森
県
観
光

物
産
館
ア
ス
パ
ム
裏
）
に
お

い
て
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理

解
と
認
識
を
深
め
さ
せ
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
親

近
感
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
第
四
十
三

回
青
森
冬
ま
つ
り
」
に
協
力

し
た
。

協
力
隊
（
隊
長
・
第
５
普

通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
・

有
賀
１
曹
以
下
二
十
五
名
）

は
、
全
般
統
制
・
調
整
事
項

等
を
行
っ
た
後
、
二
月
六
日

及
び
七
日
に
開
催
さ
れ
る
冬

ま
つ
り
に
向
け
、
大
型
す
べ

り
台
の
制
作
を
開
始
し
、
雪

盛
り
、
傾
斜
作
り
、
階
段
作

り
及
び
レ
ー
ン
形
成
等
を
実

施
し
た
。

弘
前
駐
屯
地
（
司
令
・
木

原
１
佐
）
で
は
、
一
月
十
二

日
か
ら
二
月
十
六
日
ま
で
の

間
、
弘
前
公
園
に
お
い
て
、

地
域
住
民
と
の
一
体
感
を
深

め
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
に

対
す
る
理
解
と
信
頼
感
の
醸

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
第
四
十
五
回
弘
前
城

雪
燈
籠
ま
つ
り
」
に
協
力
し

た
。協

力
隊
（
隊
長
・
第
39
普

通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊

長
・
工
藤
１
尉
以
下
六
十
五

名
）
は
、
一
月
十
二
日
か
ら

大
雪
像
「
弘
前
れ
ん
が
倉
庫

美
術
館
」
の
枠
組
み
作
業
に

取
り
掛
か
り
、
二
月
十
日
か

ら
十
四
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
る
雪
ま
つ
り
に
向
け
作
業

を
実
施
す
る
な
ど
、
青
森
、

弘
前
駐
屯
地
は
、
地
域
の
皆

様
に
感
動
と
元
気
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
作
業
に
取
り
組
ん

だ
。ま

た
、
開
催
期
間
中
は
、

各
会
場
に
多
く
の
地
域
の

方
々
が
訪
れ
、
制
作
し
た
雪

の
芸
術
作
品
を
堪
能
す
る
一

実
施
し
、
集
合
訓
練
参
加
者

の
練
度
の
向
上
を
確
認
し
、

中
級
携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
特
技
を

付
与
し
た
。

集
合
訓
練
に
参
加
し
て

第
９
戦
車
大
隊

３
等
陸
曹　

今
松
　
僚
也

今
回
の
携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
集
合

訓
練
に
参
加
し
て
、
対
空
戦

闘
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

戦
車
に
と
っ
て
一
番
の
脅

威
は
、
航
空
機
に
よ
る
上
空

か
ら
の
攻
撃
で
あ
り
、
数
少

な
い
対
空
自
衛
火
器
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

司
令
部
総
務
課

広
報
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

第
９
師
団
は
、
Ｈ
Ｐ
及

び
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
開

設
し
、
様
々
な
活
動
を
紹

介
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
陸
自
業
務
シ
ス

テ
ム
内
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
、

師
団
及
び
部
隊
の
魅
力
を

伝
え
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
業
シ
ス
Ｈ
Ｐ

－

第
９
師
団

－

広
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

方
、
大
型
す
べ
り
台
で
子
供

達
が
滑
り
降
り
、
笑
顔
と
元

気
が
溢
れ
る
な
ど
、
皆
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。

雪
ま
つ
り
協
力
に
参
加
し
て

第
39
普
通
科
連
隊

陸
曹
長　

葛
西
　
孝
治

市
民
の
皆
さ
ん
に
元
気
と

感
動
を
届
け
た
い
と
い
う
思

い
を
胸
に
、
立
派
な
大
雪
像

等
を
作
成
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
来
年
以
降
も
地
域

と
共
に
あ
る
弘
前
駐
屯
地
の

隊
員
と
し
て
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
っ

た
五
十
嵐
連
隊
長
は
「
今
後

も
各
種
事
態
に
即
応
し
、
任

務
の
完
遂
に
向
け
尽
力
す
る

所
存
で
す
」
と
述
べ
た
。

聴衆を魅了する演奏聴衆を魅了する演奏

秋田県知事及び４市町村長から秋田県知事及び４市町村長から
感謝状を受け取る五十嵐連隊長感謝状を受け取る五十嵐連隊長

機材等の取扱い教育機材等の取扱い教育

大雪像の制作状況（弘前）大雪像の制作状況（弘前） 携帯対空受信機の操作訓練携帯対空受信機の操作訓練

大型すべり台の制作状況（青森）大型すべり台の制作状況（青森）

HP

Twitter

新
着
任
部
隊
長

紹

介

離
任
部
隊
長

各
地
へ
ご
栄
転

第
四
十
二
回
定
期
演
奏
会

第
四
十
二
回
定
期
演
奏
会

青
森
、弘
前
駐
屯
地
冬（
雪
）ま
つ
り
協
力

青
森
、弘
前
駐
屯
地
冬（
雪
）ま
つ
り
協
力

第
９
高
射
特
科
大
隊

第
９
高
射
特
科
大
隊

陸
上
自
衛
隊

陸
上
自
衛
隊

第
９
音
楽
隊

第
９
音
楽
隊

華
麗
な
演
奏
で
聴
衆
を
魅
了

地
域
住
民
に「
感
動
と
元
気
」を
届
け
る

地
域
住
民
に「
感
動
と
元
気
」を
届
け
る

携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
集
合
訓
練

携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
集
合
訓
練

秋
田
県
知
事
・
四
市
町
村
長
か
ら

第
21
普
通
科
連
隊
長
へ
感
謝
状
贈
呈
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防衛省 が ん 保 険
（ ア フ ラ ッ ク ）

共済組合
団体取扱

防衛省 火 災 保 険共済組合
団体取扱

青森：成田、後藤（内線 6374）　八戸：小田桐、牟田（内線 3365）
弘前：武田（内線 478）　岩手：菅原（内線 343）　秋田：小玉（内線 270）

<お見積・資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/>

詳しくは、下記の各駐屯地保険常駐員にご相談ください。

☆その他 各種損害保険
【取扱代理店】

防衛省 団 体 傷 害 保 険
職 員
家 族
退職後

総 合 賠 償 型（特約）
親 介 護 補 償 型（特約）
団体長期障害所得補償保険

日常生活で他人を傷つけたり
財物を壊したときの備え
親御さんが要介護状態となっ
た場合の備え
病気やけがで働けなくなった
ときの所得減少への備え

１３８

青 森 市 防 衛 協 会
会 長 杉　本　康　雄

副 会 長 武　田　隆　一 成　田　　　晋
佐々木　　　聡 鈴　木　　　実
事務局長 佐　藤　義　男

自衛隊と一般市民との相互理解と親睦をはかり防衛思想の普及、
自衛隊員の激励及び後援等につとめ、もって自衛隊の健全なる育成
発展に協力することを目的とする。
１ 懇談・見学・講演会等を実施し、防衛に関する認識を高揚
すること。

２ 自衛隊の各種行事・活動に協力すること。
３ 隊員募集に協力すること。
４ 会員相互の親睦を図ること。
５ その他、本会の目的達成に必要なる事項
事務連絡場所 青森市新町１丁目２番18号（青森商工会議所会館内）

TEL０１７－７７５－７９２０
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